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0．要旨
補助動詞「おく」は、標準語では、例えば、（1）のように使われる。以下では、“主動
詞＋補助動詞「おく」”を“「～ておく」構文”と呼び、その部分を（文節単位で）
で示す。また、用法の名前を括弧＜＞で囲んで示す。
（1）ａ．今日のところは 。＜効力の作成＞
ｂ．このまま窓を 。＜状態の保持＞（目的語の状態は一時的状態）
ｃ．扇風機をしばらく止めずに 。＜状態の保持＞（目的語の状態は運動）
西日本の多くの方言では、これに加えて、（2）の文のような用法が可能である。この
ような文については、沖裕子（京阪方言、1996など）、高田祥司（大阪方言、1999）、工
藤真由美（1999など）による詳細な記述がある。以下では、意味を括弧‘ ’で囲んで
示す。
（2）ａ．このまま 。‘座ってよう’（主語の一時的状態）
ｂ．しばらく 。‘踊ってよう’（主語の運動の進行）
本稿は、（2）のような文が可能な方言に特徴的な諸用法を整理する。
論述の基礎になる資料は、主に、インターネット・ホームページの実例、先行研究が
あげる例、私（福岡市、1965年生まれ）の内省である。これらを、私の現在の勤務地で
ある岡山市における雑多な観察が補う。
本稿の構成は、次のようである。第１節では、記述のための概念的枠組みを提示する
ととともに、本稿で扱う対象の範囲を輪郭付ける。第２節では、意志的用法を、第３節
では、非意志的用法を点検する。第４節は、まとめである。
１．記述のための枠組みと本稿が扱う範囲
拙稿2005（以下、“第１部”と称す）では、標準語における補助動詞「おく」を取り
上げた。そこでは、語彙的意味は（3）のような３つの特徴からなり、諸用法ではそれら
が多様な解釈となって現れる、と論じた。
踊っとこう
座っとこう
回しとこう
開けとこう
怒られとこう
・影付き
太字
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（3）補助動詞「おく」の意味特徴（第１部（12））
≪イ≫：２つの局面
運動（p1）の帰結として状態（p2）が生じる。
≪ロ≫：認識者
「おく」の表す事態は、その事態の参加者の認識のもとにある。
≪ハ≫：他動性
局面（p2）においては、主語から離れた領域へ関心が向けられている。
本論文は、これら３つの意味特徴のうち、≪ハ≫：＜他動性＞をめぐる方言的変異に
注目することになる。
この意味特徴は、“状態の局面にp2おける主語の様子が描写されない”という用法上
の制約となって現れる。解釈には２種類あり、それらに応じた２つの用法がある。（i）
（1a）のように、環境の状態について、動詞事態の生起後に残る効力の存在が述べられ
るか（第１部では、用法Ａ：＜効力の作成＞と称した）、または、（ii）（1b，c）のよう
に対象の状態について述べられる（用法Ｂ：＜状態の保持＞）。
この意味特徴／用法制約は、“他動詞である”とは、大きく重なるが、一致しない。主
動詞は、（i）用法Ａ：＜効力の作成＞では、自動詞を含めて意志動詞一般が可能である。
（ii）用法Ｂ：＜状態の保持＞では、他動詞に限られ、さらにその中でも、事態において
目的語に一時的状態か運動がもたらされるものに限られる。
西日本の多くの方言では、（2）のような文が可能である。つまり、意味特徴＜他動
性＞に由来する用法上の制約がない。この現況は、通時的には、（4）の文法変化の結果
だ、と言える。
（4）文法の変化
＜他動性＞の意味特徴が消失する。これに応じて、状態局面p2において主語の様子
を描写することができるようになる。
（2）の文では、状態局面p2での主語の様子は、一時的状態（例文2a）、運動（2b）に分
類できる。これは、用法Ｂで、状態局面p2での目的語の様子が、一時的状態（1b）か、
運動（1c）であるのと並行的である。（2）の文のほか、同局面での主語の様子が永続的
状態である場合も見られる（⇒第３節）。
本論文（＝第２部）や関連する論文（第１部と第３部）で扱われる諸領域の位置関係
を図示すると、（5）のようである。第１部では、①②のような文を含む領域を扱った。
本論文では、③④のような文を含む領域を扱う。＜他動性＞に由来する制限を免れて可
能になる領域である。このうち、③の領域が、沖（1996）、高田（1999）の記述対象で
ある。本稿に続く第３部では、⑤⑥のような文が入る領域を扱う。この領域の諸用法は、
非情物主語の諸相である。これについては、拙稿（2001など）の記述がある。
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諸用法は、諸方言において、おおよそ３つの角丸四角形が囲むように分布する。すな
わち、③④の用法がある方言では、①②の用法がある。⑤⑥の用法がある方言では、③
④の用法がある。通時的変化の方向性に関しては、用法範囲が、矢印の方向にかつて拡
張した、あるいはその方向に現在拡張していきつつある、と考えられる。
２．意志的用法　―主語の状態が描写される―
第２節では、補助動詞「おく」の意志的用法を扱う。沖（1996など、京阪方言）、高
田（1999、大阪方言）、工藤（1999など）によって指摘された事実を、本稿の枠組みに
沿って整理する。2.1では、主語の一時的な状態が表される場合、2.2では、（主語の）運
動の進行が表される場合を点検する。
2.1 主語の一時的状態　―用法Ｃ：＜一時的状態＞―
2.1.1 用法C1 ―変化動詞の場合―
西日本の多くの方言においては、（2a）（6）のように、主語変化動詞（例えば、「座る」
「寝る」）の「～ておく」構文は、主語の一時的状態（＝継続の終了が予期される状態）
（‘座っている’‘寝ている’状態）を表すことができる。この一時的状態は、変化の結果
に当る。
（6）ａ．バリバリの関西人ですが、納豆は美味しく頂きますよ。【中略】 小学校の給食
のとき、子供たちは平気なのに、先生が食べられなくて、｢先生やねんから、食
べなあかん｣とか｢食べ終わるまでそこに ｣とか言われていじめられて
ました。
members.at.infoseek.co.jp/massay/bishokulife/essei1/natto.htm【掲示板への書き込
み。】‘座ってなさい’
ｂ．朝とか全然時間ないでしょう。やっぱギリギリまで たいしねぇ。
plaza.rakuten.co.jp/king607/4005‘寝ててたい’
寝とき
座っとき
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ｃ．そして、少なくともこのことだけははっきり言えるのは、その擬似クレオール
的ことばだけが、唯一、その聴覚障害児が母親と ことができた細
道だったということです。聞こえない子どもは、この細道にすがって生きてい
くしかなかったということです。
www.pot.co.jp/pub_list/pub_book/tachiyomi/4939015556/joshou.html【出版物紹介。
上農正剛（著）『たったひとりのクレオール　聴覚障害児教育における言語論と
障害認識』ポット出版から抜粋。】‘繋がっている’
ｄ．サンタさんがいるとおもっているとクリスマスプレゼントを二つくれたよ。だ
からみんなもサンタがいると 。メリークリスマス
www.citydo.com/vote0312.html【掲示板への書き込み。2003年12月18日。兵庫県、
９歳男性。】‘信じていよう’
ｅ．先に教室に よ。 ‘入ってるよ’
ｆ．学校に 。 ‘行ってろ’
ｇ．発表者は前の方に こと。 ‘座っていること’
（（e）（f）＝工藤真由美2001：155、類例は同1999：3；（g）＝真田真治2000：166）
主語の一時的状態を表す用法を（用法Ａ（例（1a），用法Ｂ（例文（1b，ｃ））に続いて）
用法Ｃと呼び、下位分類C1，C2を設ける。C1は、（6）のように、動詞が変化動詞であ
る場合である。C2は、次の2.1.2で取りあげるが、動詞が変化動詞でない一時的状態動詞
である場合である。
用法C1は、主動詞の変化の現実性に関して、二分できる。例文（6）（a）～（d）では、
変化は、状態の観察と常識的知識をもとに生起が推定されるのみで、非現実である。（e）
～（g）では、変化は、現実的である。後者の場合には、「先に」「前もって」「あらかじ
め」などの表現によって変化の成立時点を示すことが可能である。
標準語では、用法Ｃはない：（6）のような文は不可能である。意味特徴（3）≪ハ
≫：＜他動性＞に由来する制限があるからである（⇒第１部）。それに対して、西日本の
多くの方言では、同制限がなく、主語の状態を描写する一連の用法が加わる。通時的に
は、当該の方言で（4）の変化が起こった、と想定できる。
この方言では、（7）のように、「じーと」のような様態修飾表現を使用して、局面p2
における主語の状態を描くことが可能である。（標準語では、不可能である：「コインを
（*じーっと）押さえといてください」（第１部、（15））。）
（7） コインをじーと ください。
（8）のような、態度を表す動詞の「～ておく」構文も、用法C1だと考えられる。
（8）ａ．あたしたち、しばらく ほうがいいかも。‘....としてる’
もっと よ。‘....としてろ’堂々としとけ
お嬢さん然としとく
押さえといて
座っておく
行っとけ
入っとく
信じておこう
繋がっておく
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ｂ．『子育て』ってのも大変じゃけど、『介護』ってのも大変なことじゃけんな。ど
っちも体力もいるし精神的にも できんことなんかもしれん
な。
（口述筆記。語り手：昭和５年生まれ男性、岡山県苫田郡在住。萬代景子2004：
55）‘しっかりしてないと’
ｃ．「そこに住んどるモンが 、【町の】活性化にはつながらん」
という國武さんご夫妻。まちづくりの核心をズバリと、そして楽しそうにおっ
しゃった。
www.fmw.or.jp/press/press1.html
【福岡県浮羽郡浮羽町在住の農業・民宿経営者へのインタビュー。福岡県市町村
研究所のホームページ。】‘生き生きとしてないと’
ここで、（主語）変化動詞のうちで（8）のような動詞について、説明しておく。「優れ
る」「いかつい体をする」などの動詞（以下、αと呼ぶ）と、（8）の動詞（以下、β）の
間の共通点と相違点を整理する。
共通点は、（9）の表の（i）～（vi）に、相違点は、（v）（vi）に示される。αの動詞は、
金田一春彦（1947［1976］）で“第四種の動詞”と呼ばれるもので、同論文以来知られ
ているように、（i）文末においては「～ている」構文でのみ現れ、（ii）連体修飾におい
ては「た」形でのみ現れる。そこでは、状態が表される。変化は、現実に成立したとは
推定されないが、状態に先立って生起したように擬似的に構想されている（大江三郎
1975：199，国広哲弥1986）。文末での基本形は、（iii）変化を表すこともなければ、（iv）
状態を表すこともない。これら４点は、βの動詞にも当てはまる。
両者間の相違は、（v）意志や命令の表現、（vi）「～ておく」構文（用法Ｃ）の可能性に
関して見られる。この相違は、次のように、意味的相違に由来する。αの動詞では、状
態は、永続的であり、そのため意図的操作の対象になることとは相容れない。一方、β
の動詞では、状態は、一時的であり、それゆえ意図的操作の対象になりえる。（αの動詞
生き生きとしとかんと
しっかりしとかんと
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（9）
（i）
（ii）
（iii）
（iv）
（v）
（vi）
α
彼女は以前は優れてたが...。
優れた人
＊最近優れたな。
＊彼は以前は優れたが...。
＊もっと優れよう！／
＊優れなさいよ！
＊優れとく（のは大変だ）
β
彼は以前は堂々としてたが...。／
彼女はしっかりしてたのに。
堂々とした人／しっかりした子
＊最近堂々としたな。／
＊やっとしっかりした。
＊彼は以前は堂々としたが...。／
＊しばらくはしっかりしたのに。
もっと堂々としよう！／
しっかりしなさいよ！
堂々としとく／しっかりしとく（の
は大変だ）（用法Ｃがある方言）
が「～ておく」構文に現れている事例は、第３節で提示する。）
2.1.2 用法C2 ―変化動詞でない動詞の場合―
（10）の文で使われている「待つ」「住む」などの動詞は、表す事態に、一時的状態
の部分はあるが、その状態にいたる変化の部分がない。2.1.2では、このような動詞の一
時的状態を提示する用法を見る。これを、用法C2と呼ぶ。
（10）ａ．そーっと、じーっと、春がくるのを 。
人間、好調なときと低迷期があるもんだよ。
低迷期にはじーっとしとくのも大事。また笑えるようになる日も来ます。
www.tenasaku.com/mirori/health/sentimental.htm
【2003年３月23日。他ページの内容から、松山市（付近）在住。】‘待ってよ
う’
ｂ．ただ一つだけ心に決めていることは、ず～っと上陽町に たいと思
うことです。お兄ちゃんを家から追い出しても私が両親といっしょに住みま
す。この町で自分の子どもは育てたいと思うからです。
www.joyo-town.jp/mail_maga/backnumber/BN_2003/42_20030114.htm【福岡県八
女郡上陽町のメルマガ。同町出身、福岡市在住者の投稿】‘住んでいたい’
ｃ．翌日久々の新宿をうろうろしてから、池袋へ。最初から池袋で
ええやん、という感じだがなんとなく新宿へ行きたかったのだった。
homepage2.nifty.com/npbcards/drifting/2001/7.htm
【東京旅行記。2001年７月。1971年大阪生まれ。】‘泊まってれば’
ｄ．「同じ死ぬなら、満75歳で死にたかですな。９月24日までは たかで
す。」
www.geocities.co.jp/Berkeley-Labo/6421/56.html【熊本市の病院での知人の発言
の記録。９月24日は発言者の誕生日。】‘生きてたい’
なお、（10a）にある「じっーっとしとく」‘じーっとしてる’は、動詞「じっとする」
が変化動詞なので、用法C1に当たる。また、（10b）と異なり、「東京は、若いときに一
度 たい。」は、用法C2でなく、用法Ａ：＜効力の作成＞の用法である。
以下で確かめるように、用法C2の動詞（例は（10））は変化動詞でない。このことの
帰結として、用法Ｃは、“完了”（＝終了限界後）という概念で一括できないことになる。
C1では変化動詞が使われており、同用法は変化の“完了”と言える。が、C2では変化が
含意されないから、これを何かの“完了”とは言えないのである。
両動詞類の相違は、（11）の表の（i）と（iii）に示される。変化動詞（以下、γ）は、
（i）基本形の文で、変化（＝一時的状態の開始）を表すことができるが、C2の動詞（以
下、δ）は、そうではない。（このほか、（ii）のように、一時的状態の継続を表すこと
は、両動詞ともにできる。）また、（iii）γの動詞の連体修飾の「～た」形では、変化終
住んでおき
生きとき
泊まっときゃ
住んでおき
待っとこう
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了後に来る状態継続中が了解されてもよいが、δの動詞では、状態終了後の状況しか理
解されない。
（なお、「生きた人（を地面に埋める映画）」のように、動詞「生きる」が形容詞的に使わ
れるときは、同動詞は「優れる」「いかつい体をする」の類の変化動詞である。⇒（9）
のα類の動詞）
C1とC2の「～ておく」構文の意味は、それぞれ、（12a）と（12b）のように図示でき
る。
（12）の図においては、局面p1の括弧｛ ｝は薄い色になっている。これは、例文（6）
（a）～（d），（8）（10）でのように、同局面が擬似的に構想されたものであって、現実の
ものではないことを示す。（6）（e）～（g）のように、同局面（変化）が現実的であれば、
図では、括弧｛ ｝は濃い色になる。波線は運動を、二重線は一時的状態を表す。楕円
で囲まれた範囲は、主動詞の描写内容の範囲である。（12）では、 印が楕円の中にあ
り、これは、認識者（⇒（3）≪ロ≫）が主動詞の事態の参加者（主語）であることを示
す。【なお、図で、二重線が局面p1｛ ｝の中で始まる場所（左端か、半ばか）かには
意味はない。】
2.1.3 用法Ｃの有無の方言差について、本稿の分析と代案
2.1.3では、用法Ｃの有無の方言差について、本稿が採用する分析の特徴を示す。その
過程で、この論点について以前に拙稿（2001）で提出した分析は適切でないことを示す。
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（11）
（i）
（ii）
（iii）
γ
その時に｛座った／寝た／繋がった／
信じた｝。
しばらくの間｛座った／寝た／繋がっ
た／信じた｝。
隣の席に座った人／寝た人／厚い友情
で繋がった仲間／ウソを信じた子供
（を見かけたら...）
‘→その人は隣の席に座っている’
δ
＊ その時に｛待った／住んだ／泊まっ
た／生きた｝。
しばらくの間｛待った／住んだ／泊
まった／生きた｝。
＊｛春を待った人／ホテルに泊まった
人／この町に住んだ人／まじめに生
きた人｝（を見かけたら...）
‘→その人は春を待っている’
（12）ａ．C1（＝（6）（8）） ｂ．C2（＝（10））
p1
食べ終わるまでそこに座っておく
p2 p1
春が来るのを待っておく
p2
動詞が表す
主語の様子
本稿では、標準語のような用法Ｃがない方言において同用法が不可能なのは、≪ハ
≫：＜他動性＞の意味特徴／制約による、と考える。西日本の多くの方言のように、用
法Ｃがある方言では、同制約がないと考える。
「～おく」に関するこの方言差と鏡像をなす方言差は、補助動詞「いる／おる」に関
して知られている（工藤真由美1995：262－265，269，1996）：標準語の「～ている」構
文は、描写の関心を主語へ向ける。そのため、別段の文脈的補助なしには、目的語の結
果状態を前面に出しては描かない（そのためには「～てある」構文を使うしかない）；西
日本の「～てる／～とる」構文は、同じ条件下で、目的語の結果状態を前面に出して描
くことができる。
以上を言い換えると、補助動詞「おく」と「いる／いる」の間の対立軸は、標準語で
は、他動性に関連した概念によってなりたっており、西日本の方言では、そうではない。
西日本の方言のあるもの（革新的なもの）では、両補助動詞は、事態認識者（⇒（3）≪
ロ≫）の位置を軸として対立する（拙稿2001など）：「おく」では、叙述対象として文
内に含意される；「おる」では、文叙述者である。
標準語で用法Ｃがない理由として、本稿が＜他動性＞の制約を想定するのに対して、
拙稿（2001：66－67）では、‘局面p1は、現実でなければならない（＝非現実であって
はならない）’という制約を想定した。これは、方言間の文法的相違は、アスペクト（動
詞事態の“どこの部分”を指すか）に関するものだ、とする見方の一変種である。
この分析は、西日本の方言では、局面p1が非現実である例文が可能だという事実に基
づいていた。例えば、用法Ｃの例文「しばらくここに 。」では、変化（「座る」
運動）の終了後の状態が表されているが、この変化は常識に基づいて存在が推定される
にすぎず非現実である。また、用法Ｃ以外でも、この方言の（5）の⑥に類似の「店は表
通りに いかん。」‘面してなきゃいけない’では、状態は「面する」変化の終
了後だと擬似的に構想されており、この変化は常識の範囲では実現する可能性さえない。
また、同稿であげられた例ではないが、（5）の④「 風邪ひいてんの？」
でも同様に、「いい体する」変化は、擬似的に構想されたもので、常識的世界では実現し
えないものである（この表現については、本稿第３節で取り上げる。）。
しかし、この分析は、むしろ、標準語の事実に合わない。標準語においても、局面p1
が非現実であることは、用法Ｂ：＜（目的語の）状態の保持＞の例のうちのあるもので
観察できる。例えば、「あっ、窓が開いている。このまま閉めずに 。」では、
「開ける」運動（働きかけと変化）終了後の状態が表されているが、運動は非現実であ
る。これと対照的に、基本形では、「開ける」運動は現実でなければならない：「*...。こ
のまま閉めずに開けよう。」（⇒第１部pp.70－72）
たしかに、運動局面p1が非現実であることをめぐって、方言差はある。それは、文法
的可能性の差ではなく、頻度の大小の差である。この頻度の差は、文法的差から、次の
ような経緯によって現れるのである。用法Ｃがある方言では、文法的に、状態局面p2が
主語の様子の描写を含むことができることで、使用頻度の面では、局面p2が注目されて
いる事例が多くなる。その分、運動の局面p1が注目からはずれる事例が多くなり、その
うちで、運動局面p1が非現実となっている事例も多くなる。
開けとこう
いい体しといて
面しとかな
座っとこう
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2.2 主語の運動　―用法Ｄ：＜運動の進行＞―
2.2.1
2.2では、「～ておく」構文が、（2b）（13）のように、主語が運動の状態にあることを
表す場合を点検する。この用法を、以下、Ｄ：＜運動の進行＞と呼ぶ。
（13）ａ．雨だし寒いし・・・家の中でテレビでも 。
osaka.machibbs.net/ut/20030408/log/1032981575.html【掲示板「大阪府堺市
PART-11」への書き込み。2002年11月。】‘見てよう’
ｂ．【自閉症児たちに話しかける】最初のきっかけにするつもりだったお昼ごはん
も、親御さんから慣れた様子で「私ら から自由に 」と言わ
れ、いいのかなあと思いつつ、大学生２人で向かい合ってカレー食べてまし
た。
fm8002.ddo.jp/piyo/2003takatuki.html【大阪市立大学子ども文化研究会「ぴよ
ぴよ」のホームページ。活動報告。】‘見てる’‘食べてなさい’
ｃ．ギブスやのに家の周りを走り回ってたらあかんで！
ゆっくりしときや。家でサッカーの本でも 。
www.rexind.co.jp/̃chujo/jeunesse/k/epad/epad.cgi?page=160
【大阪府守口市の少年少女サッカーチームの掲示板への書き込み。2004年１
月。】‘読んでなさい’
ｄ．歌いたい‥。一人じゃギターも歌もまともにできんけど、でも
落ち着かん‥（;_;）ヘタレる度に、あたしにとって歌は大切なんだなって実感
します。歌っとる時が一番幸せ‥。聴いてくれとる人がおったらもっと幸せ。
www.tosp.co.jp/ring/tospR020.asp?I=masahiro38【掲示板への書き込み。福岡県
北九州市、小倉駅で活動する女性ミュージシャン。】‘歌ってないと’
用法Ｄが可能であることは、（4）の通時的変化からの直接的な帰結である。標準語の
「おく」は、運動の状態にあるのが対象である場合には可能である：（1c）の文や、「しば
らく勝手に 。」「犯人を二三日自由に 。」では、目的語が運
動（‘回る’‘踊る’‘泳ぐ’）の状態にある。用法Ｄでは、主語がこの種の運動の状態に
あるのである。
（13d）は、一回の行為についても取れるし、あるいは、複数回の行為からなる習慣
を表しているとも取れる。なお、例文（13c）の「ゆっくり 」は、用法Ｃである。
2.2.2 用法Ｄをめぐる方言差
用法Ｄが可能な領域の広がりに関しては、方言差がある。差異は２点挙げられる。用
法C1を持つ諸方言は、用法Ｄの広がりに関して３タイプに分かれて階層をなす。最後に、
方言差のこのようなありかたに対する動機付けを考察する。
まず１つの方言差としては、用法Ｃが可能な諸方言のうちには、用法Ｄがある方言と、
しとき
泳がしておけ踊らせておこう
歌っとかんと
読んどきー
食べときー見とく
見とこう
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ない方言がある。本稿の以上の説明に沿えば、これがあるタイプについては、特段の説
明は不要である。一方、用法Ｄがないタイプでは、これが不可能であることについて別
段の説明が求められる。
私の方言がそれに該当する。用法C1とC2の文（6）～（8）と（10）は完全に自然だが、
用法Dの文（13）は全く容認できないほどではないものの不自然である：「??テレビで
も 」「??自由に ！」。（（13d）は、習慣として解釈すると、容認度がや
や上がる。習慣は、事態の運動的な要素の大きさに関して、用法Ｃ（C2）とＤの中間の
ようである。）愛媛県宇和島方言もまた、用法Dに当たる文を使わない。工藤1999：16,
2001：156によると、“主体動作動詞”の「～とく」構文は、“動作過程”を表さない：
「この本を 。」は“パーフェクト”を表すが、“進行”を表さない。このような方
言では、「おく」は、（14）＜非動性＞の意味特徴を持っており、それに応じた用法上の
制約にしたがっているのだ、と考える。
（14） ＜非動性＞　状態局面p2は動的でない。＝状態局面p2は静的である。
（14）は、動詞事態の、いわば、“どのような”部分を指すか、に関するものである。
意味特徴（14）は、補助動詞「おる」についても、いくつかの方言で想定できる（拙
稿2004）。例えば、私にとって、「～ておる」構文は、＜運動の進行＞を表しにくい：「??
あっ、あの人テレビ見とー。」「??あの人たち自由に食べとー。」。（こことこれ以下では、
“本動詞＋補助動詞「いる」または「おる」”の部分を、太字・下線で示す。）
用法Ｄが不可能な理由として、（14）の意味特徴に代わりに、‘状態が何らかの点で
“完了”（＝先行事態の終了限界後）である’という意味特徴では、適当でない。この代
案は、アスペクト（動詞事態の“どこの”部分を指すか）に関するものである。しかし、
これは、以上（⇒2.2）で見た事実に適合しない：用法C2（先行変化が擬似的にも含意さ
れない一時的状態）と用法C1（先行変化が含意される一時的状態）は、私の方言では、
適格性に区別なく、ともに完全に自然である。
方言差のもう１点は、用法Ｄ：＜動作の進行＞がある諸方言のうちで、この用法が対
象変化を含意しない動詞に限られるか、それとも、含意する動詞・含意しない動詞とも
に可能であるか、に関する。（この方言差は、補助動詞「おく」については、工藤2001：
156で指摘された。それに先立って、並行的な形の方言差は、補助動詞「おる／いる」に
ついて工藤1983，1998，2001などで指摘されている。）（13）の動詞（「テレビを見る」な
ど）は、対象変化を含意しない。手元にある実例は、このタイプの動詞に限られる。同
様の制限は、京阪方言（沖1996：37）、大阪方言（高田1999：66－67）で報告されてい
る。一方、一部の方言においては、対象変化を含意する動詞にも＜動作の進行＞の用法
が可能である。工藤（2001：156）によれば、福岡県北九州方言では、「本を 。」
（対象変化をもたらさない動作）だけでなく、「洗濯物、 。」（対象変化をもたら
す動作）もまた、運動の進行（‘本を読んでろ’‘洗濯物干してろ’）を表せる。
上述２点の差異は、動詞事態の種類を“終了限界が想起される傾向”を尺度に順序付
けることで、統一的に記述することができる。すなわち、“一時的状態＜対象変化をもた
らさない運動＜対象変化をもたらす運動”の順で、右側にあるものほど、「～ておく」構
干しとけ
読んどき
読んどけ
食べときぃ見とこう
─ 10 ─
文では、終了限界が想起される傾向（終了限界の卓立度）が大きい。それに応じて、右
側にあるものほど、終了限界が未生起のものとして提示されにくい。方言差は、できに
くい場合のどこまで可能かが方言によって異なることの現われである。（この説明論理
は、拙稿2004で、「～ておる／ている」構文（＝補助動詞「おる／いる」）に適用した。
より詳しくは、同論文を参照されたい。）
用法Ｄの意味を図示すると、（15）のようである。
2.2.2 「～φおく」構文
一部の方言では、＜動作の進行＞を表す形式として、「～ておく」構文のほかに、（16）
のように、主動詞の後に「て」を介さず補助動詞「おく」を続けた形式（以下、「～φお
く」構文）がある。この形式の記述は、岡野信子（1984：70）（福岡県飯塚市）、村嶋貴
雄（1989）（福岡県糟屋郡篠栗町）、田口聡子（1992）（大分県各地）、住田幾子（1994：
268）（北九州市若松区）、工藤真由美（1995：267－268，2001：155愛媛県宇和島市；
1999：９－11広島市から九州にわたる数地点）にある。この形式は、伝統的方言にはな
く、成立年代に関して“新しい”ものだとされている（村嶋、田口、工藤）。（岡山市で
は、年配の話者から1985年前後生まれの話者にわたるいずれの世代にも観察されない。）
（16）ａ．明日台風がくるよ。
偶然BOMが100円レンタルの日だから映画でも借りて 。
dklog.jp/u/nabechanchin/
【日記。1984年生まれ男性。熊本在住。2004年９月７日。】‘見てよう’
ｂ．今日の晩御飯のお話。献立はカレー。
ちょうどいいサイズのスプーンが２本見付からない。
ウチは４人家族。先に弟と父が食べ出す。私はその間、お茶の用意。
すると、座ってお茶を入れていた私に母は言いました。
「ごめん、すぐスプーン持ってくるけん 。」
スプーン無いのにどうやって食べるんですか？
www.f2.dion.ne.jp/̃newpea/nititen/2003/009.htm【日記。1979年生まれ女性。福
岡市在住。2003年９月１日。】‘食べてなさい’
食べよきぃ
見よこう
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（15）ａ．（＝（13）） ｂ．
洗濯物、干しとけ（福岡県北九州方言）
主語
目的語
テレビでも見とこう
私にとっては、用法Ｄ：＜運動の進行＞では、「～φおく」構文が使われ、「～ておく」
構文は使われない：｛??（13）／OK（16）｝；（15b）に相当する文は、「洗濯もん｛??
／OK ！」‘洗濯物干してろ’。
また、用法Ｃ：＜一時的状態＞では、「～ておく」構文が使われ、「～φおく」構文は
使われない：例文（6）～（8）や（10）の状況については、「そのまま｛OK ／
* ｝！」「しばらく外で｛OK ／* ｝！」「この町にずっと｛OK
／* ｝たい。」。「～φおく」構文が使われない理由は、この方言の「～φお
く」構文には、意味特徴／制約＜動性＞‘事態が動的である＝事態が静的でない’があ
るからである。同方言では、「～φおる」構文についても、「～φおく」と並行的な使用
上の制限が観察され、同じく＜動性＞が想定される（拙稿2003b，2004）：「あの人、さ
っきから｛OK座っとー／*座りよー｝。」「友人が外で｛OK待っとー／*待ちよー｝。」「*あの人
は○○町に｛OK住んどー／*住みよー｝。」。「～φおく」「～φおる」構文の＜動性＞は、意
味内容的に、「～ておく」「～ておる」構文の（14）＜非動性＞の裏をなす。
なお、（3）にあげる３つの意味特徴のうち、≪イ≫＜２つの局面＞は、「～φおく」「～
φおる」の両形式には該当しない。この意味特徴からは“完了”を中心とした用法領域
が実現することになるが、両形式では“進行”を中心に用法範囲が広がっている。した
がって、＜動性＞を記述するに際しては、局面p1，p2を区別して言及する必要はない。
３．非意志的用法　―非意志的事態における主語の状態が描写される―
第２節では、ある方言において、意志的文脈で用法が拡張している様子を見た。この
ような方言（のうちのあるもの）においては、並行的な用法拡張が非意志的な文脈にも
波及している。第３節では、非意志的文脈を取り上げる。該当する方言では、以上で見
た用法Ｃ，Ｄに加えて、Ｅ：＜永続的状態＞（‘立派な体をしている’など）が可能であ
る事実が目に留まる。
補助動詞「おく」が非意志動詞に付くことのできる構文環境は、標準的方言では、（17）
のようにまとめられる（第１部の（32）を再掲）。
（17）標準語で「おく」が非意志動詞を取ることのできる環境
Ⅰ　「～ておく」構文が逆接節にある（主語は人である）（⇒第１部2.2）
うちの妹は、２度も試験に まだ平気でいる。
Ⅱ　「～ておく」構文の事態が望ましいものとして叙述されている
（主語は人である）（⇒第１部2.3）
水疱瘡は子供のうちに 大人になってかかると大変。
Ⅲ　ある種の補助用言・語尾が「～ておく」構文に後続している
（主語は人に限られない。）（⇒第１部2.4）
今のうちに降るだけ ほしい。（補助形容詞「ほしい」が後続）
今のうちに ！（命令形語尾が後続）
本稿においても、（17）に示される範囲を扱い、その分類法にしたがって論を進める。
降っておけ
降っといて
かかっておかないと
落ちといて
住みよきどき
住ん待ちよきぃ待っときぃ座りよきぃ
座っときぃ
干しよきいきぃ
干しと
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3.1，3.2，3.3の各節で、それぞれ、場合Ⅰ，Ⅱ，Ⅲを取り扱う。なお、方言によっては、
「おく」は、（17）の場合に加えて、それ以外の場合にも非意志動詞が許される。そのよ
うな方言は、別稿（第３部）で扱う。
すでに第１部では、非意志的用法に関して、局面p2における主語の様子が描写されて
ない事例、すなわち、Ａ：＜効力の作成＞あるいはＢ：＜対象の状態の保持＞の事例、
を見た。本稿では、主語の状態が描写されている事例を見ていく。
3.1 非意志の場合Ⅰ：補助動詞「おく」が逆接節にある（主語は人である）
3.1.1
「～ておく」構文は、逆接の「ながら」「て」節にある場合には、非意志的な事態を表
すことができる。
人主語で非意志的であるという解釈は、事態が＜永続的状態＞である場合に明確に得
られる。以下、＜永続的状態＞を、用法Ｅと呼ぶ。用法Ｅは、（用法Ａ～Ｄとは異なり、）
継続期間の限界が想起されず、意志的制御のもとに入るようには把握できない。ゆえに、
用法Ｅは、必ず、非意志的である。（なお、Ｃ：＜一時的状態＞またはＤ：＜運動の進
行＞で、かつ非意志的であることが明確である例は、予期しているが、見つけることが
できないでいる。）
（18）は、用法Ｅ：＜永続的状態＞の実例で、話されたものである。
（18） 風邪ひいてんの？
（テレビのバラエティ番組で、関西出身のコメディアンがくしゃみをした裸の男性
に）‘君、いい体してて風邪引いてんの？’
インターネット上では、例えば、（19）のような類例が見られる。動詞は、「いい体を
する」「整った顔をする」など。これらの動詞は、文末位置では基本形で現れず、「～て
いる」構文で現れる。そのとき、身体の形状を描写する：「いい体してるな。」「整った
顔してるね。」。インターネット上での観察では、筆者の出身地は、関西を中心にして、
わずかに首都圏にまで散らばる。やや、文体的には、こっけいな調子が感じられる文脈
（内容と言葉遣い）が多い。これから察するに、これらの文の筆者が属する方言において
は、この用法は、定着した言語慣習の領域のわずかに外側にあり、文は、即興的な用法
拡張を行うことで斬新さの表現効果を狙っているようである。
（19）ａ．俺様、こんな横に ながら、実はすんげぇ低血圧だったり
します。
www2s.biglobe.ne.jp/̃t-doujyo/kansai2.html【日記。1972年生まれ男性、関西出
身、東京都在住。】‘大きな体をしていながら’
ｂ．じゃあ、こっちも言わせてもらいまひょ。そんな 、「胸デカ
なるクリーム欲しい！」はないやろ、あんさん。それ以上大きしてどないす
るねん。牛になって牧場にでも嫁ぐ気かいな。
大きな胸しといて
大きな体をしておき
えー体しといて
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www.icv.ne.jp/̃risa/fanta/dasaku/bn/another/onnanokaiwa.html
【日記「創作５「女の会話」」。内容から、大阪在住の女性、20歳台ないし30
歳前後。】‘大きな胸してて’
ｃ．その後は、チビッコユウジさんとno peopleフミ君のコンビによる爆笑漫才ト
ークで楽しみました。ビックリするくらい面白かったです。２人とも、めち
ゃくちゃ 、中身がハイパー過ぎます。
www008.upp.so-net.ne.jp/rock-mind/special/20020817.html【日記。1976年生ま
れ。東京在住。2002年８月17日。】‘整った顔していながら’
ｄ．どっちかって言うと、フカキョン【＝深田恭子、女優】には【拒食症より】
過食症の方が【似合っている】...寝てる時のアゴったらもう...（以下、自粛）
【中略】 まさか、あんな 「拒食症が原因で死ぬ」なん
てことは無いやろね。
www.twin.ne.jp/̃setopi/niki-dora/d11-sos.html【日記。「なにわ」在住、年齢「み
そじ」の女性。テレビドラマの批評。】‘パンパンな顔してて’
ｅ．良いじゃないか、別に。機械を身体に埋め込まれようが、生きてんだからさ
ぁ...。あんな伸びた （←関係ない）見かけの割に
は結構繊細なヤツだったんだなヌージ。全く面倒臭い男だ...。
www1.ttcn.ne.jp/̃HIKARIDOU/102katari.htm【「ヌージ」（＝ゲームに登場する
キャラクター）について感想。】‘玉ねぎみたいな頭してて’
ｆ．ていうか私、「痩せろ」て言う男、大嫌い。勿論、限度はあるよー？
だけどさ、自分も 「痩せろ」と言ったりさ
自分は何の努力もしないくせに、女には理想を押し付ける男、大嫌い。
bokutama.jugem.jp/?eid=12【日記。この引用の内容から、女性。2004年８月
11日。】‘太っていながら’
ｇ．ほら、【私、Konishikiは】やっぱりこんな体してるぐらいだから甘いものが
すごい好きなのね｡なかでもアイスは、本当に大好きなの｡一番好きなアイス
は『ガリガリくん』なんだけどさぁ
僕がそれを買う度に、お店のレジの子にツッコまれるんだよ。
「そんだけブクブク 、ガリガリって！」
だから、仕方なくハーゲンダッツ（業務用 5L）を買うんだ｡ハワイが恋しい
よ。
omecoboshi.cool.ne.jp/diary/diary0305.html【日記。元力士・タレント、
Konishikiを題材に創作した小話。】‘太ってて’
なお、（19）の動詞のいくつかは、用法Ｅ：＜永続的状態＞以外の用法でも使われる。
動詞「（～な）顔する」は、「あちこちにいい顔しとこう。」のように、用法Ａ：＜効力の
作成＞で使われる。そして、この場合は、意志的である。また、「太る」は、「～かけて
太っといて
太っておきながら
玉ねぎみたいな頭しといて
パンパンな顔しといて
整った顔しておきながら
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太っといて...」のような変化過程の期間や、「10㎏も太っといて...」のような変化の量が
示されていれば、非意志的な用法Ａにある。（用法Ａの意志的場合と非意志的場合につい
ては、第１部を参照されたい。）
（20）の例は、「似ておく」の例である。主語「（10月の）３連休」は、文字通りには
非情物であるが、「ニヒルなヤツ」「ニクイ奴」などの通常は人に係る形容が与えられて
いることから、ここでは有情物扱いをされている、と考えられる。
（20）10月11【日】金曜日　晴れ。皆さん。３連休です。いい響きですね、三連休。三
連星にちょこっと その実全然違うニヒルなヤツ。
何をしようか何をすべきか、考えるだけでわくわくしてくるニクイ奴。
www.geocities.co.jp/Bookend-Akiko/7968/diary25.html
【日記。奈良県在住。他ページに「学校のハイキング」と記載から高校生か。】‘似
ていながら’
例文（19）（20）での動詞は、変化動詞である。そこで示されたように使われる変化
動詞には、「優れる」「いかつい身体をする」のような、文末で「～ている」構文でしか
現れない動詞（（9）の、αの動詞）が含まれる。
「存在する」も、（21）のように、「～ておく」構文が＜永続的状態＞を表す。主語「お
役所」は、文字通りには団体だが、人になぞらえられている、と見なせる。
（21）現在の環境問題に対する取り組みとして疑問に思うのは、スーパーで買い物する
時に出る袋。【中略】 環境省というお役所が ここにスポット
を照らさないのはそれほど問題視すべき箇所ではないからなのでしょうか。
2.suk2.tok2.com/user/dbtakuya/?y=2004&m=06&all=0【日記。2004年６月15日。他
ページに「生まれも育ちも兵庫だ。」】‘存在していながら’
なお、「存在する」は、変化動詞ではない。これは、連体修飾の「～た」形が状態継続中
を表さないことで示される：「*山奥に存在した洞窟（を見かけたら...）」（これと、変化
動詞（9）のα，（11）のγと比較せよ）。この動詞は、永続的状態の部分だけを持つ。こ
のことに応じて、基本形にあっても、永続的状態を表す：「たくさん存在するね。」。
用法Ｅ：＜永続的状態＞の「～ておく」構文の意味は、（22）のように図示すること
ができる。（a）は、状態が擬似的な変化の結果のように捉えられる場合、（b）は、同種
の変化が構想されない場合である。（22a）は“完了”だと言えるが、（22b）はそうでは
ない。両者の相違は、Ｃ：＜一時的状態＞の場合の、C1（15a）とC2（15b）の相違（⇒
2.1）と並行的である。
存在しておきながら
似ておきながら
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（22）の図では、 が楕円の外に置かれており、これは、認識者（⇒（3）≪ロ≫）が動詞
事態の参加者ではないことを表す。このことによって、動詞事態が意志的である必要が
生じない。全体を囲む四角は、「～ておく」構文を従属節として含む文全体が含意する範
囲を表す。 と を結ぶ点線の曲線は、文中に含意される人物 （話し手がそれに当る）
が主動詞の主語 に成り代って動詞事態を認識していることを表す。
3.1.2 非意志の「～ておく」構文が可能な中止位置の「て」形は、限られた用法
のものだけである
非意志的な「～ておく」構文の「て」形（「～しておいて」）の用例は、3.1.1の（16b，
ｄ，ｅ，ｇ）のような、逆接の用法に限られている。これに対し、「～ている」構文の
「て」形（「～していて」）は、同様な制限にはかからず、より広い範囲の用法にわたり使
用可能である。つまり、非意志の「おく」には、（17）のⅡの意味的制限（逆接の環境
にある）があるのである。
「～していて」の用法としては、（23）にあるように、（a）のような逆接の用法のほ
か、そのほかの多様な主節・従属節の意味的つながりを表す用法がある。（b）（c）では
理由・根拠が提示される。そのうち、（b）では事態が望ましい場合、（c）は事態が望ま
しくない場合である。（d）では、背景的状況を述べる（理由・根拠など特段の役割を節
に認めにくい）。
（23）ａ．ちゃんとアシカらしく（？）泳いでましたー。あんなサツマイモみたいな体
してて（...人のこと言えないけど...。）海のなかではとっても機敏なんです。
www.wave.au.com/australia/round/kimagurp2011/2011.htm
【観光旅行記。動物園のあしかについて。】
ｂ．いいね～男のシンクロ！みんな真っ黒に日焼けして、引き締まった体してて
かっこええ！
www.tsutaya.co.jp/item/com/cp_use00000001.zhtml?pdid=10018969&catcd=1【ビ
デオ「ウォーターボイーズ」について、購入者による批評。2002年６月24
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（22）ａ．（＝（18）～（19）） ｂ．（＝（20））
大きな体をしておきながら...
話し手
存在しておきながら...
話し手
日。】
ｃ．僕、太ももだけ相撲さんみたぃな体してて困ってるんですが、太ももだけやせ
る方法ありませんか？
sport-indoor.ten.thebbs.jp/1085743574/0
【掲示板への書き込み。2004年７月５日】
ｄ．寮でパンツ一つになってさらし巻いてハッピ着て着替えるのですが、いつも若
い人はピチピチの体してて、自分のお腹みてがっくりします。
www.internet-ex.com/uranai/letter/2004/07/08.html
【職場の会社が神輿担ぎに参加、会社の寮で着替えをしたときのこと。】
一方、「～ておいて」は、（23）（b）～（d）のような文脈で使われた実例が見当たらない。
（私にとって、意味的な理由でなく、形態論的理由（補助動詞「おく」の音便形は母方言
では「おっ（て）」である）によって、（19b，ｄ，ｅ，ｇ）はすでにぎこちない（‘??’）。
これに対して、（23）（b）～（d）の「～ていて」を「～ておいて」に置き換えた文は、さ
らに容認度が劣る：（23b）→「* かっこいい。」、（23c）→
「* 困っとーと。」、（23d）→「*若い人は
、自分のお腹みたらがっくり。」）。）
（24）の非意志の「～ておいて」節は、逆接の働きをしていない。この非意志の「～
ておいて」は、一見上述の一般化に合わずに出現しているように思われるが、そうでは
ない。文末（「天気になって欲しい」）に補助形容詞「ほしい」があり、「～ておいて」節
は意味的にその領域に含まれている。つまり、非意志的「おく」は、「降っておいてほし
い」におけるのと同じく、「ほしい」の存在によって認可されている（（17）のⅢ；⇒第
１部2.4）。
（24）まるで梅雨・・・?!
ものすごいどしゃ降りでした（T_T）時折り雷も鳴っていました。【中略】
なんか、このまま梅雨になりそうな気がしてきました（^^ゞ
おっと、もうすぐ大型連休だから、今のうちに
連休中は、爽やかな天気になって欲しいもんですネ（^o^）
yumemaru.com/s/2002-04/2002-04_23.html
【日記。鹿児島在住。2004年４月23日。】‘降っておいて’
3.2 非意志の場合Ⅱ：「～ておく」構文の事態が望ましいものとして叙述され
ている（人が主語である）
（25）は、「～おく」構文において主語の状態が述べられている例である。
（25）ａ．左端：デブ。
左２番：太り気味。普通-
右２番：ポッチャリ系。潜在能力はある【。】 昔のアイドルみたい痩せとけば
降っておいて
といて
ピチピチの体しお相撲さんみたいな体しといて
引き締まった体しといて
─ 17 ─
な顔。
右端：というか全体的に太ってるな。
okazu.bbspink.com/test/read.cgi/ascii/1078670010/-100
【掲示板「卒業アルバム画像その７」への書き込み。写真に写っている女子生
徒の容姿について批評。】‘痩せてれば’≒‘スリムなら’
ｂ．そこからカメラの話になり、先日の「Ayu Ready?」【出演した番組名】のお
話に。【中略】 カメラを通すと太って見えるので、テレビの世界で痩せて見
える為には一般レベルではガリガリなくらいに 必要がある、なん
て事を言っておりました。
page.freett.com/cococ/log/03_04.html
【日記。女性アイドルタレントの談話を要約。24歳（2004年）、男性。熊本県
在住。2003年４月21日】‘痩せている’≒‘スリムである’
主語が人であって、かつ事態が非意志的であるという解釈が明確に得られるのは、（25）
のような、Ｅ：＜永続的状態＞の場合である。一方、同じ条件が整ったＣ：＜一時的状
態＞の例やＤ：＜運動の進行＞例は、（存在を期待するが）これまでに見つけることがで
きていない。
「存在する」も、Ｅ：＜永続的状態＞で使われる。
（26）セントラル【プロ野球リーグ】は文字通り今の日本の中心地東京・横浜にのみチ
ームが いいんじゃないか!?
www.prco.jp/̃tetsu/diary0406.html
【日記。1977年生まれ。神戸市出身。】‘存在していれば’
3.3 非意志の場合Ⅲ：「おく」にある種の補助動詞・補助形容詞・語尾が後続する場合
（主語は人に限られない）
非意志動詞の「～ておく」構文が現れえる構文環境の第３のグループは、「おく」にあ
る種の補助用言・語尾が後続する場合である。該当する補助用言は、「もらう」「くれる」
「ほしい」であり、語尾は、命令形語尾である。この用法では、主語は人に限られず、非
情物も可能である。
（27）では、「～ておく」構文が主語の状態を描写している。（a）～（c）は、用法Ｃ：＜
一時的状態＞の例、また、（d）～（f）は、用法Ｅ：＜永続的状態＞の例である。例文中の
動詞「晴れる」「付く」「整う」「落ちる」は、いずれも、主語変化動詞であることを確認
されたい。文の一時的状態あるいは永続的状態は、これら動詞の変化結果状態に当る。
以下、「が」格表示の非情物名詞句があれば波線で示す。
（27）ａ．やっと六甲にいけそうやわ～。この天気やったらなんとかなる！
わしの計画ではその日が晴れててもいかん
というのも、地面がぬかるんどったら靴が汚れるからである。
だから当日の二三日まえから もらわんと～。晴れといて
存在しておけば
痩せておく
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www.geocities.co.jp/Athlete-Crete/5008/hitorigoto_17.html
【日記。大阪市在住。2002年７月20日】‘晴れてて’
ｂ．「天気良かったら甘えてくれるんや～vこのままずっと くれへんか
な?」
members.at.infoseek.co.jp/gokutou15/sannyday.htm‘晴れてて’
ｃ．それから、逆にはなりますが、全体のスケジュールなんですけれども、この
報告につきましては、３月の上旬にこの分科会を終了させる、親部会に上げ
て、最終的には安全委員会で報告するという形になっております。逆算いた
しますと、２月上旬にはほぼ完成形が ほしい。
www.nsc.go.jp/senmon/soki/teisen/teisen_so14.htm【議事速記録。2003年２月
３日。丹羽太貫主査（京都大学）の発言。】‘できていて’
ｄ．住みコミでのワガママ
ネコが飼いたい
お風呂が 欲しい
www.sumicomi.com/sumi_yuzu.html【神戸にある大学の学生、沖縄出身、女
性。借家についての希望。「住みコミュニケーションプロジェクト」（＝住み
コミ）（神戸市）のホームページ。】‘付いていて’
ｅ．携帯電話で新ビジネスを考える【中略】 そして、これからの携帯電話に私
が望むことは、メールなどを打つときに音声が文字に、文字が音声にすぐ変
わる携帯電話だ。こうなると、目や耳が悪い人も使うことができるようにな
る。また、防水機能も ほしい。
home.hiroshima-u.ac.jp/u1402013‘整っていて’
【大学生の起業案。2002年６月６日。】
ｆ．財布に、300円しかない。大阪から三宮までは、390円。【中略】 こうなっ
たら・・・探すしかないな。大阪駅ほどのデカイ駅だ。100円ぐらいは落ち
てるっしょ。・・・・・
おのれ、大阪駅。貴様、見掛け倒しか。この根性なし！役立たす【「役立た
ず」の誤記】！100円ぐらい、 ！
www.geocities.jp/pingu_jam/noumiso69.htm
【日記。大阪在住。】‘落ちてろ’
例文（27c）にある時間句の機能について、補則しておく。「２月上旬に（は）」は、状
態の継続期間に含まれる時点を表す。「～ておく」構文は、変化（完成形ができる）後の
状態がこの時点をまたいで継続することを述べている。これに代えて、「２月上旬までに
（は）」であれば、変化の時点が含まれる期間を表す。このときは、「～ておく」構文は、
変化がその期間内に生起することを述べる。これは、非意志的な用法Ａ：＜効力の作
成＞である（⇒第１部）。２つの場合で、描かれる状況は真理条件的には同じだが、捉え
落ちとけ
整っておいて
ついておいて
できておいて
晴れといて
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方が異なる。
補助動詞「おく」に関するこの現象と並行的な現象が、補助動詞「いる」に関しては
よく知られている（工藤1989：74－75など）。「２月上旬には、完成版ができているだろ
う。」（“結果状態”）；「２月上旬までには、完成版ができているだろう。」（“パーフェク
ト”）。
（28）は、Ｄ：＜運動の進行＞の例である。
（28）また、上空はある程度風が くれないと一向に進まないけれども、地
上でバルーンを膨らませ、テイクオフする際には木の葉がそよぐくらいの風でも、
うまく膨らまずに飛行中止になるんですって。
www2.jfn.co.jp/road/video/saga.html
【熱気球について。】‘吹いていて’
（27）にある、変化動詞の結果状態の例文のうち、Ｃ：＜一時的状態＞は（29a）の
ように、Ｅ：＜永続的状態＞は（29b）のように、図示できる。（28）のＤ：＜運動の進
行＞の例文は、（29c）のように図示できる。
図（27）において、実線の楕円は、主動詞が描く範囲を示し、点線の楕円は、“主動詞＋
補助用言「もらう」など”が描く範囲を示す。認識者（⇒（3）≪ロ≫）は、主動詞の参加
者ではないが、補助用言によってもちこまれ含意される人物である。これが主動詞の参
加者でないことで、主動詞が意志動詞である必要を免れている。
吹いておいて
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（29）ａ． ｂ．
晴れておいてもらわんと
話し手
お風呂がついておいて欲しい
話し手
吹いておいてくれないと
話し手
ｃ．
４．まとめ
本稿（＝第２部）では、補助動詞「おく」の諸方言における諸用法のうち、図（5）の
例文③④に当る範囲を扱った。また、すでに第１部では、同例文①②に当たる範囲を見
ている。これらの用法を、意味的特徴によって分類し、p.24の図に一覧する。状態的局
面p2における事態の種類と、意志性の有無という２点に着目する。
図の列は、状態的局面p2で描写されている事態の種類による分類である。用法Ａ，Ｂ
は、第１部で、用法Ｃ，Ｄ，Ｅは、本稿で取り上げた。用法Ａでは、局面p2においては、
主語、目的語いずれの様子も描写されない。状況について効力の残存が述べられる。図
の太破線は、事態の種類を区別せずに括った表示である。用法Ｂでは、目的語の状態が
描写される。用法Ｃ，Ｄ，Ｅでは主語の状態が叙述内容に入る。主語の様子は、Ｃでは
一時的状態、Ｄでは動作の進行、Ｅでは永続的状態である。用法Ｅの用例に時折こっけ
いな語感が伴って見られることから、Ｅは方言あるいは構文環境によっては言語慣習に
おける定着度が低いことが推察される。
図の行は、事態の意志性の有無による分類である。非意志的用法の行では、非意志的
用法が可能な場合の３類（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）は、区分せず示した。用法Ａ～Ｄについては、
意志的・非意志的の両方の事例が実際に観察される。用法Eは、必ず、非意志的である。
諸方言の補助動詞「おく」（ないし「～ておく」構文）は、共通して、意味要素（3）≪
イ≫＜二つの局面＞と≪ロ≫＜認識者＞を持っている。その表れとして、多くの用例が、
“完了”（＝終了限界以後）を示し、意志的事態を表すことになる。方言間の相違点は、
動詞事態の“どのような”部分を指すか、を述べる意味特徴を持っているどうか、にあ
る。すなわち、（3）≪ハ≫＜他動性＞や、（15）＜非動性＞の有無である。この文法的
相違から、動詞事態の“どこの”部分を指すか、つまり、アスペクト、に関して、機能
的相違が派生する。すなわち、局面p1での事態が非現実である用例が多いかどうか、ま
た、“進行”（≒開始以後かつ終了以前）を表すことが可能かどうか、に関する相違であ
る。
*この論文のもとになっている研究は、ウエスコ学術振興財団 平成16年度学術研究費
助成、および日本学術振興会平成17年度科学研究費補助金（両件とも研究代表者は山部
順治）の助成を受けて行われた。
用例の出典
萬代景子（2004）「人との出逢い－福祉に携わって－」田中宏幸・「日本語表現法」03
年度受講生（編）『「日本語表現法」聞き書き集・第八集　迷インタビューアー』
pp.53－56.ノートルダム清心女子大学、日本語日本文学科．
インターネット上での用例検索には、Google（http://www.google.co.jp/）の検索エンジ
ンを利用した。
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